
　
第
21
回
参
議
院
選
挙

は
７
月
29
日
投
票
が
行

わ
れ
、長
崎
選
挙
区
に
お

い
て
皆
さ
ん
に
ご
支
援
の

お
願
い
を
致
し
ま
し
た

「
炎
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

民
主
・
大
久
保
ゆ
き
し
げ
」は
自
民
・
小
嶺
候
補
に

２
万
２
０
０
０
票
差
を
つ
け
初
当
選
を
飾
り
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
の
強
力
な
お
力
添
え
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
で
参
院
長
崎
選
挙
区
に
お
い
て
は
、表
、

裏
の
２
議
席
を
民
主
が
確
保
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
比
例
代
表
選
挙
に
お
い
て
は
と
ど
ろ
き
利
治

（
基
幹
労
連
推
薦
）候
補
が
初
当
選
を
果
た
し
、

比
例
代
表
の
長
崎
県
関
係
で
は
西
岡
武
夫
候
補

が
、参
院
２
期
目
の
当
選
を
決
め
ま
し
た
。

　
腐
敗
し
た
安
倍
政
権
に
国
民
は
怒
り
の
一
票

を
投
じ
た
。そ
の
結
果
与
党
は
過
半
数
割
れ
と
な

り
政
権
交
代
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
は
完
全
に
踏

ま
れ
た
。

　
皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
健
全
な
国
づ
く
り
に
向

け
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

小
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潔
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旧
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

諫
早
市
は
昭
和
32
年
の
諫
早
大
水
害

か
ら
丁
度
50
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
６

３
０
名
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
御
霊
に
心

か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
本
明
川
の
穏
や
か
な
る
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
河
川
の
安

全
対
策
を
万
全
に
し
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

に
努
力
い
た
し
ま
す
。

さ
て
県
議
会
は
改
選
後

３
ヶ
月
を
経
過
い
た
し
ま

し
た
。

県
議
会
で
は
改
革
21
と

い
う
会
派
に
籍
を
置
き
、

農
林
水
産
常
任
委
員
会
委

員
と
議
会
運
営
委
員
会
委

員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
県
議
会
に
お

い
て
の
印
象
、
感
想
を
少

し
述
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
臨
時
議
会
を
終

毎
日
暑
い
日
が
続
き
水
不
足
が
心
配

さ
れ
ま
す
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

新
潟
中
越
沖
の
地
震
で
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
々
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
一
刻
も
早
く
復
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い
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す
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暑
い
夏
の
熱
い
戦
い
、
長
崎
の
Ｏ
Ｋ
対
決

は
、
民
主
党
、
大
久
保
ゆ
き
し
げ
に
勝
利
の

女
神
は
微
笑
ん
だ
。

腐
敗
し
た
日
本
政
治
の
再
生
に
、
疲
弊
し

た
長
崎
に
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
炎
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
そ
の
期
待
を
こ
め
て
政

治
の
女
神
は
微
笑
ん
だ
の
で
あ
る
。

私
は
大
久
保
さ
ん
の
参
議
院
選
挙
出
馬
に

伴
う
後
継
後
任
候
補
者
と
し
て
県
議
選
を
戦

い
、
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
参
議
院
選
挙
で
大
久
保
さ
ん
を

国
政
に
送
る
ま
で
は
自
分
自
身
の
選
挙
が
終

わ
ら
な
い
と
決
意
を
し
て
い
ま
し
た
。
県
民

皆
様
の
お
力
添
え
で
見
事
に
参
議
院
選
挙
を

勝
利
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

熱
い
期
待
が
爆
発
し
た
、
ま
さ
に
逆
転
の

夏
で
あ
っ
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

え
て
の
初
め
て
の
定
例
議
会
は
６
月
13

日
か
ら
７
月
３
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
始
ま

り
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
終
わ
る
と
い
う
、

由
々
し
き
状
況
下
で
の
初
議
会
で
し
た
。

ス
タ
ー
ト
は
三
好
議
長
の
議
長
就
任

祝
賀
会
に
お
け
る
暴
力
団
同
席
事
件
に

伴
う
、
三
好
議
長
不
信
任
決
議
の
審
議

（
賛
成
少
数
で
否
決
）。
そ
し
て
最
後
は

久
間
防
衛
大
臣
の
「
原
爆
投
下
は
、
し

よ
う
が
な
い
」
発
言
に
抗
議
す
る
決
議

の
審
議
（
満
場
一
致
で
可
決
）、
結
果
は

大
臣
辞
任
と
な
り
ま
し
た
。

長
崎
県
を
取
り
巻
く
政
治
状
況
は
、

現
状
の
腐
敗
し
た
国
政
の
縮
図
を
見
て

い
る
よ
う
で
、
希
望
を
持
っ
て
張
り
切

っ
て
初
議
会
に
臨
む
立
場
と
し
て
は
か

な
り
情
け
な
い
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で

県
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
の
か
な
と

率
直
に
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
私
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
ま

す
『
県
政
に
活
力
！
地
域
に
ぬ
く
も
り

を
！
』
に
基
づ
き
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
り

ま
す
の
で
更
な
る
ご
指
導
、
ご
支
援
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

諫早大水害から50年、万灯川まつり



◆ 

山
口
県
議
が
加
入
し
た
議
員
連
盟
と
役
割 

◆

●  

日
中
友
好
長
崎
県
議
員
議
員
連
盟（
幹
事
）

●  

日
韓
友
好
長
崎
県
議
会
議
員
連
盟（
委
員
）

●  

長
崎
県
議
会
防
衛
議
員
連
盟（
監
査
）

●  

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
建
設
促
進
長
崎
県
議
会
議
員
連
盟（
幹
事
）

●  

観
光
振
興
長
崎
県
議
会
議
員
連
盟（
委
員
）

●  

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
促
進
長
崎
県
議
会
議
員
連
盟（
委
員
）

●  

長
崎
県
議
会
拉
致
問
題
早
期
解
決
議
員
連
盟（
委
員
）

県
議
会
議
員
連
盟
に
加
入
い
た
し
ま
し
た
。

県
議
会
議
員
連
盟
に
加
入
い
た
し
ま
し
た
。

県
議
会
議
員
連
盟
に
加
入
い
た
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
常
任
委
員
会
報
告

環境保健研究センター落成式 当選後初議会（６月定例県議会議場）大久保決起集会で司会をつとめる 県議会議場、初の定例県議会にのぞむ

６
月
13
日
か
ら
平
成
19
年
６
月
定
例

会
が
開
か
れ
「
平
成
19
年
度
長
崎
県
一

般
会
計
補
正
予
算
」「
長
崎
県
情
報
公
開

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど

33
件
の
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
承
認
、

同
意
し
、
意
見
書
、
請
願
、
決
議
な
ど

を
審
議
し
７
月
３
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

特
に
議
長
の
就
任
祝
賀
会
に
暴
力
団

関
係
者
が
同
席
し
て
い
た
問
題
で
は
、

山
口
県
議
が
所
属
す
る
改
革
21
と
し
て

「
三
好
議
長
不
信
任
決
議
」
を
提
出
し
ま

し
た
が
、
自
民
、
公
明
な
ど
の
反
対
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
久
間
防
衛
大
臣
の
「
原
爆
投
下

は
し
よ
う
が
な
い
」
と
の
講
演
会
で
の

発
言
は
、
原
爆
被
爆
者
を
は
じ
め
核
兵

器
廃
絶
を
訴
え
て
き
た
長
崎
県
民
を
は

じ
め
国
民
を
愕
然
と
さ
せ
ま
し
た
。
こ

の
発
言
に
対
し
県
議
会
と
し
て
「
到
底

容
認
で
き
ず
厳
重
に
抗
議
す
る
」
決
議

を
全
会
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
。（
そ
の

後
久
間
大
臣
が
防
衛
大
臣
を
辞
任
）

今
回
の
６
月
定
例
会
は
山
口
県
議
は

当
選
後
初
め
て
の
定
例
会
と
な
り
ま
し

た
。
関
係
分
の
主
な
内
容
を
報
告
い
た

し
ま
す
。審

査
し
た
案
件
と
結
果

◆
議
案

g

平
成
19
年
度
長
崎
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
可
決
）

g

長
崎
県
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
等
33
件
の
議
案

（
原
案
と
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
）

◆
発
議

g

政
治
倫
理
確
立
の
た
め
の
長
崎
県

議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
可
決
）

◆
請
願

g

国
民
の
た
め
の
医
療
を
実
現
す
る

た
め
の
「
医
療
制
度
改
革
」
に
関

す
る
請
願
書
（
採
択
）

g

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
関
す
る

請
願
書
（
不
採
択
）

◆
意
見
書

g

義
務
教
育
に
か
か
る
確
実
な
財
源

保
障
と
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意

見
書
（
可
決
）

g

真
に
国
民
の
た
め
の
医
療
を
実
現

す
る
「
医
療
制
度
改
革
」
を
求
め

る
意
見
書
（
可
決
）

g

年
金
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る

意
見
書
（
可
決
）

g

道
路
整
備
の
安
定
的
な
財
源
確
保

に
つ
い
て
（
可
決
）

g

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置

法
の
有
効
期
限
延
長
を
求
め
る
意

見
書
（
可
決
）

◆
決
議

g

久
間
防
衛
大
臣
の
発
言
に
抗
議
す

る
決
議
（
可
決
）

g

長
崎
県
議
会
三
好
議
長
の
不
信
任

決
議
（
否
決
）

活動スナップ

活
動
レ
ポ
ー
ト

６
月
定
例
会
報
告

農
林
水
産
委
員
会
で
質
問
を
行
い
当
局

の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

山
口
は
つ
み
の
質
疑

農
業
大
学
校
の
移
転
先
に
つ
い
て

【
質
問
】

農
業
大
学
校
の
移
転
先
は
諫
早
湾
干

拓
地
が
適
地
（
農
業
の
技
術
的
な
検
証
、

試
験
研
究
な
ど
に
）
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】

農
業
大
学
校
の
根
本
的
な
制
度
、
教

育
の
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
、
検
討
す
る
。

ま
た
果
樹
、
野
菜
、
花
、
畜
産
の
４
部

門
が
あ
り
農
林
試
験
場
と
併
せ
総
合
的

に
検
討
、
研
究
し
て
い
く
。

堤
防
道
路
の
完
成
時
期
は

【
質
問
】

諫
早
湾
干
拓
地
は
８
月
か
ら
公
募
を

募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
調

整
池
の
管
理
は
ど
こ
が
す
る
の
か
。

【
答
弁
】

自
然
干
陸
地
及
び
内
部
堤
防
は
県
か

国
か
ど
こ
が
管
理
す
る
か
調
整
中
で
あ

る
が
調
整
池
は
河
川
と
し
て
国
交
省
で

管
理
す
る
。

【
質
問
】

諫
早
湾
干
拓
の
堤
防
道
路
の
進
捗
状
況

と
完
成
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。
ま
た

管
理
形
態
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

【
答
弁
】

諫
早
湾
干
拓
堤
防
道
路
南
部
取
付
路

線
検
討
会
を
発
足
さ
せ
昨
年
の
９
月
に

路
線
案
を
決
定
し
た
。

用
地
交
渉
が
円
滑
に
い
け
た
場
合
平

成
21
年
末
に
は
完
成
さ
せ
た
い
。

ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
と
い

う
農
道
で
建
設
中
で
あ
り
原
則
農
道
で

管
理
す
る
。

森
林
環
境
税
に
つ
い
て

【
質
問
】

森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
事
業
の
目

的
と
そ
の
内
容
及
び
平
成
19
年
度
の
具

体
的
な
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考

え
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】

本
年
の
事
業
財
源
は
２
億
７,
０
０
０

万
円
の
税
と
な
る
。
環
境
重
視
の
森
作

り
と
県
民
協
働
の
森
作
り
が
今
年
度
の

事
業
で
あ
り
具
体
的
に
は
、
手
入
不
足

の
長
崎
水
源
の
森
の
解
消
、
竹
や
ぶ
の

森
林
へ
の
進
入
防
止
、
台
風
に
よ
る
風

倒
木
の
整
理
、
間
伐
の
推
進
、
山
の
中

の
作
業
路
網
の
整
備
、
及
び
公
募
に
よ

る
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
を
進
め
る
。


